
次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業
（第６期パワーアップ事業）

第６期パワーアップ事業は
スマート農業の推進や農村地域の防災・減災対策など、今後、基盤整備を進めていく

上で重点化すべき内容を、新たに「型」として設定

先進モデル型・・・先進技術を活用した農業の実装に向けた生産基盤のモデル的整備
促 進 型・・・農地等の一層の高機能化を図る整備
保 全 型・・・農地等の機能を保全・向上させる整備
防災・減災型・・・農村地域の強靭化に向けた農業水利施設の整備



◆ 事業内容 本道農業の生産力・競争力の強化に向けて、農業者が
必要な基盤整備に積極的に取り組めるよう、道と市町村
が連携して農家負担を軽減します。

◆ 対象事業 道営農業農村整備事業

◆ 対策期間 令和３年度（2021年度）～令和７年度（2025年度）

◆ 対象区分と整備内容、農家負担率

区分 整備内容、農家負担率

先
進
モ
デ
ル
型

■スマート農業技術の効果が最大限発揮されるための区画整理
用水施設等の一体的な整備

6.5％

促
進
型

■区画整理 ■畑地用水施設の新設整備 ■用水施設の新設整備

7.5％ 7.5％ 10％

保
全
型

■暗渠排水 ■土層改良 ■既設用水施設の長寿命化

10％ 10％ 12.5％

防
災
・
減
災
型

■防災重点ため池の整備 ■既設用水施設の耐震化 ■排水施設の整備

7.5％ 10％ 10％

※ 併せ行う暗渠排水
客土、除れきを含む

※ 心土破砕を除く

※ 併せ行う暗渠排水
客土、除れきを含む

集中管理孔水田畑地



◆ 対象地区の要件

受益農家の経営耕地面積に占める担い手の経営耕地面積の割合が、令和７(2025)年度末ま
でに、現状の担い手集積率に応じて設定する次の要件を満たすことが確実に見込まれること。

※ ただし、防災・減災型で防災重点ため池の整備を行う地区にあっては、対象となるため池
が、「防災重点ため池の再選定について（平成30年11月13日付け30農振第2294号農林水
産省防災課長通知）」に基づき選定された防災重点ため池であること。

■先進モデル型の整備条件
□水田の場合 □畑地の場合

◆ 負担軽減のイメージ

現状の担い手集積率 80％未満 80～85％未満 85～93％未満 93％以上

対象地区の要件 10ポイント以上増
加又は88%以上 8ポイント以上増加 93％以上 現状以上

国 道 農家

本事業による負担軽減 農家
6.5~12.5%

道1/2 市町村1/2

区
画
整
理

ほ場
・長辺長５００ｍ以上かつ５ヘクタール以上

となる整備
・現況勾配５°以上を５°未満にする傾斜改良
・末端用排水施設の暗渠化など障害物の除去※

暗渠排水 暗渠排水（部分的な整備を含む）※

用水施設 畑地かんがい受益地内において末端散水施設が
整備されていない場合は当該施設の整備

区
画
整
理

ほ場 長辺長２５０ｍ以上かつ２ヘクタール以上で
対面する２辺以上のターン農道を設ける整備

農道 車道幅員４ｍ以上の支線農道（耕作道）を設置※

用排水路 末端用排水施設の暗渠化及び多機能型自動給水栓
の設置※

暗渠排水 地下かんがい機能を有する集中管理孔の設置※

その他
当該ほ場を含め同一の耕作者の農地が１０ヘク
タール以上のまとまりを有することが確実に見込
まれるもの

暗渠排水

集中管理孔

用水施設
（自動給水栓）

用排水路の暗渠化

長辺長250ｍ以上（２ha以上）

耕作道路（車道幅員４ｍ以上）
ターン農道（対面２辺以上）

※ 既に整備条件が整っている場合は、この限りではない

障害物の除去
（暗渠化など）

（用水路）

暗渠排水
（部分的な整備を含む）

畑地かんがい用水施設

◆ 本対策の成果指標
 

成果指標の内容
 現 状 目 標 

年度 現状数値 年度 目標数値 

北海道の農業産出額
 

H30(2018) 12,593億円
 

R7(2025) 13,180億円 

北海道の担い手への農地の利用集積率 H30(2018) 91％ R7(2025) 93％
 

北海道の防災重点ため池の防災対策実施率
 

R元(2019) 16％
 

R7(2025) 51％
 



◆ 事業による効果（第５期対策を実施した農家へのフォローアップ調査より）

令和３年（202１年）４月

北海道農政部農村振興局農村設計課事業推進係
TEL ０１１－２０４－５３９８
FAX ０１１－２３２－００２７

問い合わせ先 電話番号（直通）
空知総合振興局 産業振興部 整備課 設計係 0126-20-0095
石狩振興局 産業振興部 整備課 設計係 011-204-5855
後志総合振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0136-23-1893
胆振総合振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0143-24-9824
日高振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0146-22-9355
渡島総合振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0138-47-9517
檜山振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0139-52-6603
上川総合振興局 産業振興部 整備課 設計係 0166-46-5975
留萌振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0164-42-8301
宗谷総合振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0162-33-2541
オホーツク総合振興局 産業振興部 整備課 設計係 0152-41-0677
十勝総合振興局 産業振興部 整備課 設計係 0155-27-8624
釧路総合振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0154-43-9241
根室振興局 産業振興部 農村振興課 主査（農村振興） 0153-23-6893

◆ 問い合わせ先
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有機農業等の取組

高収益作物の導入

農業所得の向上

新規就農者等の確保

経営規模の拡大

農地の集団化

農地流動化の促進

大いに効果がある 効果がある どちらともいえない あまり効果がない 効果がない

□暗渠排水の整備による収量の変化

□基盤整備による農業経営や地域農業への影響
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□区画整理の整備による作業時間の変化
(整備前を100とした場合)
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